
昨年はご覧のような山行きでした。

ぼちこんなところかも。

_  11期
昨秋のベルクハイム行l断 きず残念で

またの機会を楽しみにしています。

杵 もぼち

*小山 _清

OB会のお世話本当にご苦労様で丸

岳を眺めに大日岳に数回通いました。

眸 も会1

―

司 1〔』詢日

OB会行事に参加しようと思いながらなかなれ

勝山からは決して遠くはないと思っているので

すがtやはり腰が重いのでしょうかb今年こそ

は裁mします。よろしくお願いします。

11月 に出張でビッッパーグ (利⊃ へ行ってき
ました。きれいな町ですがとても寒い。-7度
は冬山を思わせるきびしさでした。

*軸l勤    翻

ほとんどE「Mしか仕事ができず申し訳ありませ
ん。印刷は何とかlo日 までには製本に出します。
相変わらず仕事が遅くてすいません。

*飾 舗   劉
ひと昔?前とくらべめと山へ行く熱 、勧 共
なくなってきたかなと思いながら、毎回の「や
まざと」で舟田さんや他の皆さんの活躍隊りに

刺激されて山へ想いをはせています
`今

後共0
B会の発展にも協力していきたいと思いま九
OB会の皆様もお元気で。今年の冬lま槍へ行こ
うと思っていま九

今ュウビ

した。

尋

*/州 国 西 場 の 打 ち 合 わ せ

4月∞日 い0ココス元町店 辰野 舟田 樹 ll

参加希望返信lal通+役員あたり

現役は5月31日から6月 2日 が新トレ

新主将は

“

期山崎君  小屋作業嗽 を予定している ′
スポーツ振興課からは昨年同臓劉

"円

の補助金あり   '
辰野さんはお父さんの増日忌明けまで動けず

ダムのポートが修理中。期日噸 方ヽが模用可の確率が高い (結局5月 20日開 。
秋の作業分も見込んで荷揚げをしておきたい。

登山道修復_前進基地嗜設けないと上部の整備は織

昨秋の作業では 卿 ックを担いでの
~FIhが

危ないと嫌がっていた。
秋の作業の下準備として、前進基地までの整備を行う。

速 岡部の都合で日を決定する。

規 辰野で、資材を麟 。 問瓢 脚 Il資材買い出しとダムヘ搬入
IJll前日の金曜日午後にポートで策 を運搬、現役に手伝いを要請
舟田、参加希望者に案内を発送
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“

わ 後

現役より、御習午後は都合がつかないとの連絡あり。

椿り||さ ん、金曜日に出張力ちヽ る。船頭は水 .本がダメとのこと。

おまけに、 6月 2日 から倉谷・土清水線は8時半から5時まで拡幅工事で通行止め。

ムム、頭抱える一

5月 30日  山崎主将に、新 トレの時ならみんなが集まるのだろうから、講か都合がつか

ないのかきいて欲しいと臨 30万円の補助金がおりるんだよと強調

6月 1日 (日 )辰野・椿川資麻 ダムまで脇 ヽ

6月 2日  銀 鋼麦に4人力通顔ナると臨 あり。

6月 3日 県土木事務所 。道路維持管理課へ、金曜午後車を通してくれるよう連絡。

6月 4日 田村さんの衣装箱届 く。 (ご当人は、 5月 31日来汎 )

ボートが出せるならこれも、滞在用食料も、他あれこれも運んで欲しいなあ―ダム

からボッカとなるとかなリキツイ。もう一オバタリアンに徹することにする。

「 こっちにある荷物も運んで下さい」

次に|よ 現役の出す車というのは、わが家のすぐそばのアパー ト在住の2回生長谷

川君のだとわかる。

6月 5日 夜、積み込みに来てもらい、車賃と人大賃を渡し、「OBのボッカカかい里

だから、できるだけ小屋近くまで運んでおいて」

(一番最初は、「資材」を船着き場の横に降ろすだけでもちかけた言舌でありました

。しかし丁度上馬さんから、ヘルニアの手術の予後が悪くて欠席の返事をもらった

こともあり、「無理せず」「楽しく」のために強引に出ることにしました。

できるだけ多くのOBから会費を集め、現役にも流して、彼等の時間や体力を供給

してもらい、円滑にOB会を運営する一が事務局長の仕事だと自党 )

6月 6日 主将から 時 間がなくて、二部は船着き場から上がった道の横に残っていま

すが、後:ま小屋の下に運んであります」との電話。 5時を過ぎていたので、通行上

めも関係なかったそう。

6月 7日 たしかに、小屋の下にきちんと積み上げられビニールをかけて置かれていま

した。残っていたのは、巻いた波板が 2ロ ールだけざ現役がここまでやってくれた

のかと、皆感謝醜

作業してくれたのは、山崎茂雄君 (3回生 主将)、 高岩伸行君 (3回螢

中野貴巳子さん (3回ω 、長谷川夏樹君 (2回ω
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87初 夏 山 だ 逓ヽ菫シ野 発 幸賠

13期 辰野 隆義

6月 1日 (日 )

椿川君とホームセンター「ムサシ」で待ち合

わせ。今回は、次国の便所建設もにらんでの資

材調達を計画する。何せボー トは秋には使えな

いのだから。

セメント20kg 6袋、 トタン板10枚ヽその他金

ゴテ、針金、他結構ポリュームのあるものとな

った。そのまま車に積んで刷 llダムヘ。建物の

壁に寄せて積み上げ、シー トを掛けておく。あ

とは舟田さんの連絡で、現役がボートで運べる

所まで運んでくれるという。

6月 7日 uD
工学部前に集合。いつものとおリー番近い私

力覇 麦となる。全員揃った所でダムヘ出残

ダムには先日運び込んだ資材は跡形もなかっ

た。さてどこまで運んでくれたか?これで今日

の行動が決まるだろう。何せ社会的には壮年で

も、体力的には老ノ入ヽに近いのだから。幸い、ほ

とんどの荷物はベルクハイムの上り口まで運ん

であった。なんとOB思いの現役達よ !どうも

ありがとう。全員で一つずつベルクハイムまで

運び上げる。

もっともせ酒Eしていたのは、前回完成させた

水ナ易が:無事越冬しているかということであった。

真先に上がったメ、の「ちゃんと出てる !」 の叫

び声に、ひとまず安帆 我が日で確かめてみる

と、水量がかなり落ちている。缶ビールをバケ

ツにつけて、すぐ点検にとりかかる。途中の水

抜きバルプを開けてみるが、やはり出は悪い。

取水場へ上がってみると、金網カゴは砂に埋ま

り、腐った枯葉がカゴの中に堆積している。ご

みを取り除き、再び沢の中にセット.去年の水

量に戻った。やはりこの給水法で正解であった。

今後も問題ないだろう。

今日は,選の土台の補修にとりかかる。石積

みの土台部分は、建設当時のままで、長い間に

モルタノンがはがオ餞 ぐらつき出している石もあ

る。苦闘の末運び上げた砂でモルタルをこねて

団子作り。土台を水で濡らし、そこにモルタル

団子を詰めていく。しばらくやっているうちに

セメントがアルカリ性であることを思い知る。

手がぬるぬるになってくるのだ。このまま続け

ると:旨紋がなくなるかも。気体めに軍手をして

やるがどうなるものやら。

体を動かしながら飲むビールはうまい。とに

かく天夕い よヾくてf■3も はかどる力ヽ ビールも

進む。なにせ10人にビールが∞缶もある。町で

なら缶ビール 2本も飲めない力ヽ 今日は5本も

空けた。アルコール0こ めっぼう弱い穂積までが

同じくらい空けている。

高二郎組も戻ってきて夕食の準備。そして宴

会。例によって13期生 3人ダウン。日村大先輩

はいつものとおり元気。平素の疲労の蓄積のた

め (週のうち3日 が東京、 4日 が金沢の生D、

すぐ意識が途切れてしまい一。

6月 8(日 )

気がつくと朝。皆はもう起きて朝食の準備。

高二郎組が早く出たいと早めの朝食になる。見

送った後、作業開女鋭
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まず流し場の土台となる石を河原より運び上

げる。その数約田個。これを敷き並べ、塩ビパ

イプで排水口をつける。縁も平たい石を立てて

並ベモルタルで固定する。どうにか流し場らし

き形となる。

カマドも、昔のものに石を乗せて、ナベヽ ヤ

カンが上に置けるように調整し、モルタルで塗

り固める。こういう調整が必要なもの|ま吉本の

独壇場。うまいものである。

あとは砂のある分だけ山小屋の上台をさらに

補也 2日間晴天が続いたため、モルタルの乾

きも速い。

一段落したところへ高二郎組が更ってきた。

ご議 キ丸 さっそくビールをどうぞ。ともあれ

喉が渇けばビールなのである。山小屋酒場なら

ではの磁

今年の初夏も予定どおり作業は完了した。小

屋作業に携わって下さった現役の皆さん本当に

ありがとう。それから16期の1り II君、清水君、

田村大先輩、13期吉本君、吉田君、それに高三

郎組の23期鳥越君、18期の樹 |1君、岡廓君、そ

して我等力■5期舟田さん。本当に皆さんお慶れ

様でした。

秋もきっと山小屋酒場は開催されるものと思

います。今度は便所を造りましょう。

皆さんの力を待っています。是非ともご参加

下さい。ベルクハイムで飲むビールは最高です。

B期 吉田 穂積

山小屋作業から帰った翌日、腕k足、腹に、

数十ケ所赤いポッポッができて痒 くなった。

何だろうと思っていた次の日、車の中に置き

放しにしていたザックの上欄 .論m位の鮮紅色

のダニらしきものが動いているのを発見 これ

がポツポツの原因なのかどう力、 また、山小屋

から連河尋ったものかどうかは判らない力ヽ と

にかく駆除しなければと思い、車内を燻蒸する

ことにした。

薬店では「自動車用の燻蒸剤がカー用品店に

あるはずですよ」と親切にも教えてくれた。該

当するものはあるにはあったが [ハ エ、蚊、ノ

ミ等の衛生害虫には効きません]と の表示があ

りくやむなくアースレッドを車内で焚き、一晩

置いた。使用上の注意には、パソコン、ヮープ

ロ等にはカバーをするようにと力＼ 金属が変色

する恐れがあるとか書いてあった。

何の対策もしないままにやった力ヽ 車内の機

器(レーダー探知籐kカ セットデッキ等)に は

支障は起きなかった。

ポツポツは1週間程で治ったが、他の山アl嘔

作業の方々は大丈夫だったでしょうヵ、
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山 /‐J堰辞 西 場 0こ 髪寡カロし て

16期 清水 重仁

山Jヽ屋リフレッシュ会力ヾ可時から山」堰彗酢み子

なった力＼個人的には定かではありません力ヽ 昨

年 5月 に続いて (秋は不参勁 参加しました。

前日に滋賀の実家までたどりつき、当日4時半

頃出発し、工学部前7時集合に、余裕をもって到

着しました。それから3時間もたたないうちにB

Hにいたのだから、制尋までバスを利用しダムま

でも歩いていた当時においては、体内クロックも

相当遅かったに違いありません。

さて、今回の参加者も昨年とほ1鰤甜業のメンバ

ーとなったようです。私はBH回りの補修作業に

加わりました。何も意志表示しませんでした力ヽ

元気組 (?)力 日ヽ道整備に早々と出立していった

結果です。缶ビール飲み放題のもとでの作業とも

相まって力＼ いや、40代半ばとしては当然なの力＼

かなりの重労働でした。そういう訳で、山小屋の

夜の部も8時か 9時頃には早くも開店してしまっ

たようでした。

まだまだやることもあるようですし、酒場を盛

り上げるためにも、もう少し若い世代の参加を望

みたいものです。 (実際、田村さんと鳥越さんを

除いて:よ、私の期十-3年以内の人ばかりです。)

今後の参考になるかもしれませんので、今回実

施したセメントミキシング方法を以下にまとめて

おきます。

1.道黒 材料

砂利、セメント、箭用角網 に00X400)槻

小スコップ、攪拌用鍬、園芸用スコッ八 永

容器(600巧00*2001罰

2.手順

(イ )砂利を飾用角網にて飾にかけるっ本の根

草の根多い。 儲細は辰野さんに聞いて

ください)

(コ )論i糞の砂を小スコップに普通盛りで約12

杯容器に入れる。

(ハ)セ メントを小スコップにやや大盛で3杯

容器に入れる。

(二)攪拌用鍬にてプレミキシングを行う。

(ホ)ジ ョニ黒の瓶に約 2-2.5本分の水を加

える。

(へ)攪拌用鍬にて本ミキシングを行う。 6羊

ネⅢは吉本さんに聞いて下さい)

(卜 )大イ本ミキシングできたら、園芸用スコッ

プで容器の隅の未攪拌分を中心に仕上げ

ミキシングをする。 C暑田は吉田さんに

聞いて下さい)

(チ)団子にして型崩れせず、異常にベチャベ

チャしていないことを臨 微調整後、

使用する。

3.セ メント塗布時の注意事項

既存部分に塗る場合は、あらかじめ水を少し散

水し、湿らせてからとすること。

追記  食事、食当について

メニューはふだん口にできないようなご馳走ば

かりです。食当は舟日さんを中心に、岡部・堰野II

さんの両名で率先してやってもらえ、当方には声

もかかりません。おっと、同期のiblllさ んも何か

手伝っていましたね。

最後に、好天にも恵まれ幸いだったと思います。

事務局、世話役の方、及び資材デポに協力いただ

いた現役の方に改めてお礼申し上げます。

街 田の反省‐いやあ、はるばる参加してもらっ

て、つい登山道の方はきついかな?っ て、確かめ

るのを遠慮しちゃったんですよ。食当の方も、事

前の打ち合わせをやってる気楽さで、つい内輪で

テキパキをやってしまった一。参加した実感のも

てる運営を′とヽがけます。改善された力、 懲りずに

確かめに来て下さいね。)
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18期 岡書6 1中一

埃を被った山期tを下駄箱の中から取り出し、

簡単に身仕度を済ませ、慌ただしく玄関を出る。

途中で16期iUIIさ んをひらい、工学部前へ急い

だ。

集まらたのは、日村さん、辰野さんをはじめ

とする「いつもの顔|である。先程のiり llさ ん

の話では一山内にも、中野にも、清水 ⑭ に

も連絡したんだけどなあ?であったoそういえ

ばlrtも、七間や、坂井や藤森くらいは誘わなけ

ればいけないな。 (遠方の奴は無理かな?)

昨年より3週間遅れの小屋作業の始まりです

(いつも、準備、連絡等苦労している舟田さん

に感謝する):犀川ダムは、苦労してホースや

ェ具を小屋まで運んだ昨秋と違い、満々と水を

湛えていた。今回は秋の作業の分も荷揚げして

おくことになっているのだが、一体どの辺まで

揚がったのだろう。セメント袋0ま以前 《OkD

より軽くなったとはいえあkgは重い。その心配

は■掃した。塩ビの波板 2ロ ールを除き、全て

小屋下のテントサイトまで運んであった。 (現

役の連中に感謝 1)

ハ通 0こ揚がると、水の音。昨秋引いたホース

からはちゃ―んと水が出ています。さすが !

例年にない大量のカメムシの死体の歓迎を受

け、小屋の内部を大掃除して醜

今回どこをどう整備するか
1‐責任者としての

緊轟l猫こ陰1群:L

夢聾鰹響雲垂
う。11111 1

午秘から、丹|、 iUlk脚 11、 鳥越と私の5

名で登島道整備に出発
`昨

年と同ヽ
‐旧道の枝

払い::及び、ツルハシ、クラを蘇った

^テ

.ィ プ

切りをィキう。登山道は昨年 2度η作業の成果が

あり、登山道らしく見える。日につく邪魔そう

な枝を払らていくうちに道巾も満足|も
のに|

る力ヽ ほどほどにしつつ前進を心掛ける。それ

でも80舗地点で予定の4時となり、鳥逆君が日

帰りしなければならないこともあり、引き返す。

上りではあまり気にならなかった傾斜も、下

りでは「ザックを担いでではきついな」になる。

明日はやはリコープを張ろう。今日も途中まで

はロープを担いできていたのだが。椿川と、こ

ことここ、と確認しながら下りる。

小屋に戻ると技術者ぞろいの13期の人と16期

清水 延)さんがカマドを仕上げていた。河原

から砂を運び上げるのがたいへんだったとのこ

と。

舟田コック長の指示のもと夕食作り。焼肉用

鉄板も、米や調味料類も、先の資材とともに現

役に運んでもらったとのことで、またしても現

役0こ感謝。

酒場も盛り上がり、アルコールのビジチも上

昇。現役時代の思い出話が多い力ヽ 飲み食いの

何百倍以上に口が動くのは何といっても田村さ

ん。これに加え、今回1辞青水さんの話がとても

おもしろかった。清水さんの繊細な′t癖勁Ч司え

る話であった 01の 日記の話)。 清水さんの風

貌にはミスマッチのような気もするが (おっと、

たいへん失ネD。 ビールから日本酒に変えたあ

たりから (最近いつもそうなのだ力う 、酔いの

回りが速く、酒場の話も覚えてはおらず、いつ

の間にシュラフに入ったの力＼ 以後はまったく



記憶にありません。 鮫中に小キジ打ちに出、

こけてしばし行動不能でありました。その証拠

の働 ヽ翌日の汗に藩いたのでありました。)

7日、朝蝕 我が登山道整備班は早々に出

発の用れ メンパーは田村、舟日、翻 llと亀

昨日の作業終了地点へと急ぐ。昨日の酒が残っ

ているの力、 上りの足が重い。とそこへ、登山

者が来るではない力、■瞬我が目を疑った沢

紛れもない事実:それも,入、二k二人と、

続々上ってくるのにまたびっくり。この高三郎

に上って来てくれる人がいるのだと思うと、今

この道を整備している自分の姿に誇りと自信が

沸いて来る。「さあやるぞ !!」 と気合を入れ

る。最終的には1よ 5人の登山者に出会った。

時には「ご苦労さん」と声を掛けられたり、「

頂上まではどれくらぃ」と尋ねられたり。後者

には残念ながら、整備は分岐手前の鞍部までで

後はかなり覚悟してとしか返事のしようがなか

った。ここまでの急な登りに皆L様に舌を巻い

ている表情だった。

秋の作業のためのテントサイトをどこにする

か?どちらにせよ886Pか%lPの あたりしかない。

鰤 では低い力、」「いやあまり高いとテン

トをあげるのが辛し、 」「やはり小屋から出入

りすい ?」 「ここまでの往復に3-4時間は

かけているぞ。 2日、 3日 となるとますますロ

スがかさむ」「上の方が圧倒的にブッシュが濃

いもの。これまでみたいな進み方はできないよ」

と、いろいろ考えた力ヽ 田6P付近の平らな所を

テント場と決める。(前なに951哺幅が見え、

眺めもよい)。 作業の結課k3-4張のテン場

を確保する。在りし日、高三郎と」調この鞍部に

あるヮンゲル平にテントを張り小屋作業をした

記憶からは隔世の感がある沢 これも時代。何

年か先はヮングル平であることを夢見て、ここ

をあとにする。

昨日の宿題に急坂に戻り、ロープを張る。先

程登っていった人達に早速役立ってくれるか?

しかし、今回のロープlkOm。 2箇所とちょっ

とでなくなる。次回はもっと用意してこなくて

はと肝に銘じて
~FILす

る。

秋の小屋作業の下準備も出来、かなり満足出

来る小屋作業であったと思う   .
さて、また舟日さんから、今秋の小屋作業に

ついての宿題が来るはずです。天候に恵まな

人手にも恵まれるなら、考え甲斐があるという

ものですカキЪどうしようかな…Ъ

皆さんの協力をお願いしま九
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*多 著 子証郵最

6月 7日 CD
特市7時 ■識師藻合

7」 量ゞ蘭 ・ 5調酵 悩馨轟:(1鍼明))

清水 重仁 α鋤

登山道補修隊 岡部 伸一 α鋤

iUII 敵 α鋤

/」矩百番   耐  日監た (31D

鳥越さんの車で工学部キャンパスに着いたら、

もう重仁さんが来ていた。滋賀の実家を早朝4

時に出てきたそうだ。

「何?これだけ !先細りですか?」

「申し込みはあったんだけど――‐仕方ないわれ 」

大島さんにば町内のアメリカシロヒトリ駆除作

業が入ったし、山本君に1ま調職試験が飛び込ん

だ。野田さんなんか不可の返信だったのを、「

都合がついた」と連絡をくれて、それがまたダ

メになった。私にしても、浅り llの中

重なり、班長だったから班の割り当て分を全部

先に掃除して(町内のうるさい)ヽサマには丁

重にごまをすり、主人は拝み倒し、今朝さらに

掃除し直して出てきた。こんなことをくどくど

言わない皆にしてもそれぞれに無理や不義理を

重ねている。針 鍵 剛 を背負っている

のだもの一仕方がないと言うしかない。それで

も都合をつけてきた人達と、酒場を大いに楽し

むことにしよう。

今年は少雪だったうえに、昨年より1ケ月近

く時期が遅いこともあって、ダムサイトの道は

すでに夏草がボウボウ。ダムにば節台近い車が

あふれていて、倉谷で何か?と思ったが釣り人

達の車だった。        
‐

昨年の田村さんの力作の架橋は一一部はほ

たが‐部は崩れていて、出島の手前のものにい

たってtよ 最後尾を歩いていた田村さん御自身

が■緒に落ちてしまった。ということιよ 前を

歩いていた誰もその橋には足をかけなかったこ

吉田 穂積 αttD吉本 良治 αttD

脚 ll利弘 α鋤  舟田 節子 α5勤

鳥越 伸博 鋤

とになる一 (苦情のもっていきようがないとい

うが)。 善意の橋も、まともなものとなるとな

かなか難しい。田村さんは早速の小屋活糧事と

マークされたよう。

吊橋を渡ったところからきれいに草苅がして

あり、当の

…

だったので聞いたら、

酒多飲日記に出てくる山下さんだった。彼は倉

谷を訪ねてくれる人達のために、ポランティア

で道を開けていらっしゃるとのこと。続いて、

川沿いの優詢Jゞ塁に嘲 場さん

…

り

に来ていらした。スポーッ振興課の尾崎主査の

姉夫婦である。しかとお世話になっている挨拶

をしておく。

現役|こ頼んであった荷物l■J渥:の下にきちん

と積みあげられてあった。おねだりがエスカレ

ートするばかりで内心性龍たる思いのあった私

には、この議実な仕事ぶりにジフッとくるもの

があった。ちょっとした一コマで元気になれる。

この山小屋酒場も盛況とはいかないカミJ爾
場が続いているということ力、多くのOBにと

って元気の素になると信じている一Ъ
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上がっていくと水音がきこえた。「やった :」

である。昨年の力作は磯龍していた。辰野さん

が点検に行かれしばしの泥水の後、大量に水が

あふれだした。しばらく流した像 パルプで水

量を押さえる。

小屋をあけたらギョッ。カメ虫のミイラの山

に、自まだら一Ъ現役時代も小屋開きに行った

けれど、こんなにひどくはなかった。昔は部員

が冬近くまで出入りしていたからか?=週間前

に現役が新 トレで来ているはずだけれど、覗い

たら身の毛がよだったんでは一。ともかく中の

物

…

出し、徹底的0こ制究 白まだらは試

きとれるので、ローソクではなく鳥の糞?と な

ったがヽあとで上馬さんにヘビの仕業と教わっ

た。

この時、得体の知れない越冬物は皆処分され

ることになった。昨年より古いものはない筈だ

がヽ日村さんに何かあってば困るのだ:田村さ

んは

「中を見るのが怖い」 (?)

と言って清掃中は上がっておいでなかった。き

れいになってから

「あ―
は?□日は?」

「ハハーもうないですよ」

転 11時半から登山趨闘卸劇tl日道をめ

ざす。 トリさんが

「ここからは1略 りですよ」

と言っていた。懇 倉谷や高瑯 あるから

世代の離れたOB同士でもつながってしまうの

だ。自由も共通の思い出がある場所だがt何と

いっても万人が登るし、日立公園を自分達の山

とうそぶく訳にもいかない。1渥や高二郎の伝

統は重荷でもあろうけれど、あっさり世代を乗

り越えさせてぐれる― もある。重荷にする

力、宝物にするか―。ともあれ現実の私は今、

仲間と高二郎にとりついている。

(作業については岡部さんの記事を参照下さい)

せっかくの報酬の宴をあきらめてトリさんは

帰宅 明日は町内のビーチパレーの試合があり、

今晩はそのための練習が入っているそう (町内

の貴重な若手人材だものれ その晩磁 倉夫人

の父上のお通夜の報も入ったそうで、やっばり

ご隊がなかったとあきらめがついたそう。思え

ば割 は、本当に自由でしたね)。

さて「初夏」の酒場は山菜シーズンも過ぎて

しまったので、焼肉とトリ鍋がメニュー.ポー

トのおかげで、鉄板やバーベキューセットも運

んでもらえ、メ■ューのパリエーションも広げ

られそう。水場があるのが何といっても便利。

約 1時間の歩行で、食材の猜 ちわ なら、皆

のセカンドハウスとして楽しんでもらえそうに

思う。          |
苛酷 (と いうと、参加者が増えないかも).な

労働と、おいしい食事とアルコニルで、もう瞼

がくっつき始める。コーヒーで持ち直し、よも

やま誌 高村さん達の追悼集のことで、清水さ

んの日記にびっくりしたことを言うと、彼は中

2からずっと日記をつけていたのだそう.

「でも5年の時 0、 僕は6年で2響:したけれよ

5年で川端が金沢から出ていった時に、書くの

を上めました。」

後 日識 檄 は編集長の書労に非常に同情して

くれました。それで、その大事な日記から当時

の学生気質を浮き彫りにしたもの協 まとめ

て、会報に連載することを約束してくれました。

その後日記l出燃やしてしまうのだそうです‐-1奥

様に読まれないうちに)。

泰     (?)の田村さんがなかなが寝てく

れなくて、話相手がいなくなったら今度はハー

モニカを始められた。私達が書話を聞けるのは

ありがたい力ヽ それを同世代の仲間と酒の肴に

できるものならどんなに田村さんも参加のし甲

斐があることか ‐Ъ違う世代との交流も楽しい

けれど、何といっても心寛げる仲間は同世代な

のだから一何とかできたらと思いつつ、ハーモ

ニカと倉谷の瀬音を子守歌に一Ъ‐
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6月 8日

昨日炊き過ぎた御飯を温め直して朝瞼b今日

は田村さんが上へ。lU11さ ん力河渥 作業に回る。

清水さんが帰る前にと、記念写真を撮って作業

隊は出発6私も飯炊き女に徹してみたいがヽ 何

といってもスポーツ側 に幸日告してくるのは

私、現役
`こ

作業状況を連絡するのも私となると、

やっばり現場に出ていたい。高二郎の連チャン

をやれるうちが華 !と、カメラ、黒 篠

水打 ックに詰めふ 、

(こ のあたりも岡郎さんが書いているので鋼

この日は15人近くが登ってきた。分散呼前で

どうする?になるだろうな。といってこんな0
B隊 4人 (さ らに内訳は女 1、 還暦過ぎ1)で

どれだけのことができる !椿川さんがはねかえ

った本で鼻の下を切ってしまった夕写熟上まっ

たものの一1先日来、とても気になっているの注

こんなボランティア作業に出てきて、怪我をし

ても、物好きの勝手でしょにしかならないのだ

ろうかしただ「やろう、やろう」ではなく、傷

害保険とか、何らかのフォローをきちんとやっ

ていかなくてιた

小屋に戻ると立派な流し台ができており、カ

マドも補修されていた。次回は絶対釜炊き栗飯

の登場である。お昼は豊富な水を利用しての素

麺し初夏にはグーのメニューだった力ヽ これま

で誰も小屋で― 食べた記憶がないという。

これからもいろんなメニューを楽しんでいくこ

とにしよう。現役にもすべて」、屋への寄贈品で

自由に使って下さいと言ってある。小屋を利用

しての思い出を持った人がくまた小屋を大事に

してくれるようになるだろう。

辰野さんが便所構築のための採寸をしておい

でた。■颯 の入口の壁を利用し、もたせかける

形で便所にする。水を引っ張ってきて、使用後

にノウレプを開いて流す簡易水洗式お今の利用人

数であれば、自然の浄化力任せでOKというこ

とだった。辰野さんも大島さんも水回りはプロ

中のプロ。ド素人の現役ばかりでもやれた時代

はそれはそれで良かったのだし、今は現役にパ

ヮーのなくなった分、プロの技術を持つOBが

育っている。なるようになるもんだなあ。疎還

であればあきらめなければならないことが、資

金で協力してくれるOB、 技術で協力してくれ

るOB、 時間と体力を提供してくれる現役と、

連絡をとりあうことでやっていけるのだ。

明日戻るのへ いつ戻るのか定かではない田

村さん用にJ渥の内部を整頓し、施錠してJ渥
をあとにする。かつて、おそらくこれが最後と

小屋を後にした日があった。さあ、また今度と

あとにできるこんな日がきたことを快い疲労の

中で感謝していた。

「またこいや。」田期旺善君ぐ99州塾隔氣D
が残したドアヘのメッセージlよ BHの精神そ

のものなのだ。

ttv, (vr9rtx+)
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